
























【要約】育児はごく普通の生活のなかで行われている。母親は、地域社会でいろいろな人

の知恵を借りながら、立派に育児をなしとげていた。しかし近頃は育児環境が孤立化して

きたために、育児の常識を知らないままに母親になるものが増加してきている。日常の育

児相談・育児指導などで母親の育児を観察したり、また、質問項目を整理すると、子育て

の基本の知識がゼロというような例に遭遇することさえある。

一方マスコミを通じての育児情報が氾濫している。しかしその多くは、衆目を意識した内

容であるから、母親は特殊な育児情報に取り囲まれているといっても言い過ぎではないで

あろう。即ち当たり前の育児知識が希薄であり、特殊な情報を育児常識として子育てが行

われているという現状である。

そこで本研究では、母親が学校教育を受けたときの保健と家庭科の授業にまでさかのぼっ

て調査し、また現在の育児常識の実態を分抗した。そのうえで現状の育児情報のあり方を

整理し、これからの保健指導のあり方について検討した。


